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梅
雨
の
季
節
を
迎
え
、
京
都
御
苑
の
緑

も
深
み
を
増
し
て
い
ま
す
。

京
都
御
苑
管
理
事
務
所
は
、
令
和
三
年

に
「
京
都
御
苑
施
設
整
備
基
本
計
画
」（
以

下
、
基
本
計
画
）
を
策
定
し
、
苑
内
の
整

備
を
行
っ
て
い
ま
す
。昨
年
の
御
苑
ニ
ュ
ー

ス
第
一
五
〇
号
で
紹
介
し
た
内
容
と
も
重

な
り
ま
す
が
、本
基
本
計
画
は
、歴
史
と
自

然
の
重
層
性
を
保
つ
京
都
御
苑
を
次
世
代

に
継
承
す
る
と
と
も
に
、
そ
の「
魅
力
」を

共
有
す
る
こ
と
を
理
念
と
し
て
い
ま
す
。

京
都
御
苑
の
魅
力
を
、
皆
様
は
ど
の
よ

う
に
お
感
じ
に
な
ら
れ
ま
す
か
？

こ
こ
は
、
御
所
と
御
所
を
中
心
と
し
た

公
家
町
が
栄
え
て
い
た
地
で
し
た
。
明
治

維
新
以
降
、
公
家
町
が
荒
廃
し
た
後
に
は

全
国
か
ら
の
献
木
に
よ
り
豊
か
な
樹
林
が

形
成
さ
れ
、
現
在
で
は
国
民
公
園
と
し
て

市
民
の
憩
い
の
場
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
歴
史
と
自
然
の
重
層
性
を
構
成
す
る

要
素
を
京
都
御
苑
の
「
魅
力
」
と
し
て
捉

え
、
そ
れ
ら
を
保
護
、
継
承
し
、
皆
様
と

共
有
し
て
い
く
た
め
に
、
基
本
計
画
の
目

標
を
「
魅
力
の
保
護
・
継
承
」、「
魅
力
の

向
上
・
充
実
」
と
設
定
し
、
整
備
内
容
を

検
討
し
ま
し
た
。

「
魅
力
の
保
護
・
継
承
」
の
た
め
の
整

備
と
し
て
、
公
家
の
文
化
が
花
開
い
た
地

の
要
素
で
あ
り
、
往
時
の
池
泉
の
地
割
を

京都御苑の伝えたい「魅力」
─京都御苑整備事業のあらまし─

京
都
御
苑
内
に
お
い
て
環
境
省
が
進
め
て
き
た
各
庭
園
遺
構
の
保
存
整
備
、
茶
室
・
拾
翠
亭
の
保
存
改
修
、

さ
ら
に
情
報
発
信
や
休
憩
機
能
を
備
え
た
建
物
の
新
築
、
閑
院
宮
邸
跡
収
納
展
示
館
の
展
示
改
修
な
ど
が
今

春
完
了
し
、
御
苑
の
魅
力
を
高
め
て
い
く
も
の
と
し
て
期
待
を
集
め
て
い
る
。
こ
れ
ら
新
規
の
整
備
事
業
の

目
的
、コ
ン
セ
プ
ト
や
事
業
の
概
要
等
に
つ
い
て
、
環
境
省
京
都
御
苑
管
理
事
務
所
の
酒
向
貴
子
所
長
に
伺
っ
た
。

酒
向
貴
子
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九
月
に
出
現
。
鳴
き
声
は
「
ミ
ー
ン

ミ
ン
ミ
ン
ミ
ン
…
…
」。

ツ
ク
ツ
ク
ボ
ウ
シ
：
成
虫
は
七
月

～
十
月
に
出
現
。
鳴
き
声
は
「
オ
ー

シ
ー
ツ
ク
ツ
ク
ツ
ク
、
ツ
ク
ツ
ク
ボ

ウ
シ
…
…
」。

ク
マ
ゼ
ミ
：
成
虫
は
七
月
～
九

月
に
出
現
。
鳴
き
声
は
激
し
く

「
シ
ャ
ー
シ
ャ
ー
シ
ャ
」。（
ク
マ
ゼ

ミ
は
も
と
も
と
暖
か
い
気
候
を
好
む

の
で
南
西
日
本
が
主
な
分
布
域
で
す

が
、
近
年
京
都
で
も
多
く
な
っ
て
き

て
い
る
の
は
地
球
温
暖
化
の
影
響
で

あ
る
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。）

セ
ミ
は
雄
の
腹
部
に
発
音
器
が
あ

り
、
こ
の
中
に
あ
る
膜
を
振
動
さ
せ

て
音
を
出
し
ま
す
。
腹
部
が
空
洞
に

な
っ
て
い
る
の
で
共
鳴
箱
の
役
目
を

果
た
し
、
伸
び
縮
み
さ
せ
て
音
を
増

幅
さ
せ
ま
す
。
種
に
よ
っ
て
音
の
波

長
が
異
な
る
た
め
他
の
種
の
雌
に
は

聞
こ
え
な
い
の
で
反
応
し
ま
せ
ん
。

私
た
ち
が
聞
い
て
い
る
音
と
セ
ミ
の

聞
こ
え
て
い
る
音
と
は
異
な
っ
て
い

京
都
御
苑
に
は
多
種
多
様
な
樹
木

が
あ
り
、
そ
れ
に
伴
っ
て
多
く
の
種

類
の
昆
虫
が
生
息
し
て
い
ま
す
。
そ

の
中
で
も
夏
の
時
季
に
子
供
た
ち
が

一
番
楽
し
み
に
し
て
い
る
の
が
セ
ミ

た
ち
で
す
。
セ
ミ
の
声
が
全
く
聞
こ

え
な
い
「
沈
黙
の
夏
」
で
あ
れ
ば
そ

れ
は
寂
し
い
こ
と
で
し
ょ
う
。
御
苑

で
は
春
か
ら
秋
に
か
け
て
ハ
ル
ゼ
ミ
、

ニ
イ
ニ
イ
ゼ
ミ
、
ア
ブ
ラ
ゼ
ミ
、
ヒ

グ
ラ
シ
、
ミ
ン
ミ
ン
ゼ
ミ
、
ツ
ク
ツ

ク
ボ
ウ
シ
、
ク
マ
ゼ
ミ
が
合
唱
し
ま

す
。ニ

イ
ニ
イ
ゼ
ミ
：
成
虫
は
六
月
～

八
月
に
出
現
。
鳴
き
声
は
「
チ
ー

ジ
ー
」。

ア
ブ
ラ
ゼ
ミ
：
成
虫
は
七
月
～
九

月
に
出
現
。
鳴
き
声
は
「
ジ
ー
ジ
リ

ジ
リ
ジ
リ
」。

ヒ
グ
ラ
シ
：
成
虫
は
七
月
～
九
月

に
出
現
。
鳴
き
声
は
「
カ
ナ
カ
ナ
カ

ナ
…
…
」。

ミ
ン
ミ
ン
ゼ
ミ
：
成
虫
は
七
月
～

と
公
家
に
関
わ
る
文
化
体
験
の
提
供
が
で

き
る
空
間
づ
く
り
を
目
指
し
ま
し
た
。

「
魅
力
の
向
上
・
充
実
」
の
た
め
の
整

備
と
し
て
、
京
都
御
苑
情
報
館
、
近
衞
邸

跡
休
憩
所
、
清
和
院
休
憩
所
の
三
つ
の
施

設
の
新
築
と
、
閑
院
宮
邸
跡
収
納
展
示
館

の
展
示
を
改
修
し
ま
し
た
。

京
都
御
苑
情
報
館
は
、
京
都
御
所
の
西

側
に
位
置
し
、
御
苑
を
訪
れ
た
方
々
に
御

苑
や
周
辺
の
情
報
を
多
言
語
で
紹
介
す
る

施
設
で
す
。

近
衞
邸
跡
休
憩
所
は
、
御
苑
北
部
に
お

け
る
休
憩
施
設
と
し
て
、
京
都
御
所
の
築

地
塀
と
と
も
に
四
季
折
々
の
景
観
を
楽
し

み
な
が
ら
、
お
茶
や
お
菓
子
を
召
し
上

が
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
カ
フ
ェ
を
併

設
し
ま
し
た
。

清
和
院
休
憩
所
は
、
京
都
迎
賓
館
の
参

観
受
付
機
能
を
有
し
、
京
都
迎
賓
館
や
京

残
す
近
衞
邸
跡
、
桂
宮
邸
跡
、
九
條
邸
跡

の
庭
園
な
ど
を
対
象
と
し
ま
し
た
。

近
衞
邸
跡
で
は
、
五
摂
家
の
近
衞
家
の

庭
園
と
し
て
作
庭
さ
れ
た
往
時
の
池
泉
の

地
割
を
保
存
し
つ
つ
、
池
の
修
理
や
植
栽

の
手
入
れ
、
池
水
循
環
施
設
の
整
備
を
行

い
、
四
季
折
々
に
美
し
い
庭
園
と
し
て
楽

し
め
る
姿
を
取
り
戻
す
こ
と
と
し
ま
し
た
。

桂
宮
邸
跡
で
は
、
江
戸
時
代
後
期
に
作

庭
さ
れ
た
庭
園
遺
構
を
保
存
し
、
建
築
物

の
遺
構
を
表
示
す
る
と
と
も
に
、
散
策
路

を
新
設
し
、
初
め
て
一
般
公
開
し
ま
し
た
。

九
條
邸
跡
で
は
、
九
條
家
の
遺
構
で
あ

る
茶
室
・
拾
翠
亭
の
修
理
と
多
角
的
な
利

用
を
図
る
た
め
の
改
修
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
露
地
、
九
條
池
の
護
岸
、
池
に
架

か
る
高
倉
橋
の
修
理
や
和
舟
を
浮
か
べ
る

こ
と
で
、
茶
室
か
ら
の
庭
園
景
観
の
保
全

▼ 

御
苑
と
周
り
の
自
然
と
の
つ
な
が
り　

―
生
態
系
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
― 

▲

京
都
御
苑
の
セ
ミ
た
ち
を

観
察
し
て
み
よ
う

谷
　
幸
樹

都
仙
洞
御
所
の
待
合
の
場
と
し
て
も
ご
利

用
い
た
だ
け
ま
す
。

閑
院
宮
邸
跡
収
納
展
示
館
で
は
、
展
示

施
設
を
一
新
し
、
V
R
シ
ア
タ
ー
、
デ

ジ
タ
ル
展
示
、
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
パ
ネ
ル
を

設
置
し
ま
し
た
。
最
新
の
デ
ジ
タ
ル
技
術

に
よ
り
御
苑
の
歴
史
や
自
然
を
知
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

こ
れ
ら
の
施
設
の
他
に
も
、
苑
内
各
地

に
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
、
Q
R
コ
ー

ド
解
説
板
を
設
置
し
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

を
活
用
し
た
案
内
も
行
っ
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
こ
う
し
た
施
設
を
活
用
し
て
、

京
都
御
苑
の
案
内
・
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に

努
め
て
い
く
所
存
で
す
。
さ
ら
な
る
京
都

御
苑
の
魅
力
の
向
上
・
充
実
に
向
け
て
、

W
E
B
サ
イ
ト
の
充
実
、
体
験
・
実
演

メ
ニ
ュ
ー
の
提
供
な
ど
を
検
討
し
、
利
用

満
足
度
の
向
上
や
地
域
へ
の
貢
献
を
確
保

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

最
後
に
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
、
工
事

に
伴
う
施
設
の
閉
鎖
な
ど
で
利
用
者
の
皆

様
に
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
し
た
こ
と
を

お
詫
び
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
基
本
計

画
の
策
定
や
整
備
に
あ
た
り
、
ご
指
導
、

ご
協
力
賜
り
ま
し
た
関
係
者
の
方
々
に
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（
環
境
省
京
都
御
苑
管
理
事
務
所
所
長
）

ニイニイゼミの成虫

←

→

ツクツクボウシの成虫

茶室・拾翆亭（九條邸跡） 

近衞邸跡休憩所（イメージパース）

京都御苑情報館。御苑ジオラマ模型など展示

京都御苑新築・改修施設位置図

　①閑院宮邸跡収納展示館
　②九條邸跡　③京都御苑情報館
　④清和院休憩所　⑤近衞邸跡休憩所
　⑥近衞邸跡　⑦桂宮邸跡

京都御所京都御所



3

都
仙
洞
御
所
の
待
合
の
場
と
し
て
も
ご
利

用
い
た
だ
け
ま
す
。

閑
院
宮
邸
跡
収
納
展
示
館
で
は
、
展
示

施
設
を
一
新
し
、
V
R
シ
ア
タ
ー
、
デ

ジ
タ
ル
展
示
、
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
パ
ネ
ル
を

設
置
し
ま
し
た
。
最
新
の
デ
ジ
タ
ル
技
術

に
よ
り
御
苑
の
歴
史
や
自
然
を
知
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

こ
れ
ら
の
施
設
の
他
に
も
、
苑
内
各
地

に
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
、
Q
R
コ
ー

ド
解
説
板
を
設
置
し
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

を
活
用
し
た
案
内
も
行
っ
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
こ
う
し
た
施
設
を
活
用
し
て
、

京
都
御
苑
の
案
内
・
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に

努
め
て
い
く
所
存
で
す
。
さ
ら
な
る
京
都

御
苑
の
魅
力
の
向
上
・
充
実
に
向
け
て
、

W
E
B
サ
イ
ト
の
充
実
、
体
験
・
実
演

メ
ニ
ュ
ー
の
提
供
な
ど
を
検
討
し
、
利
用

満
足
度
の
向
上
や
地
域
へ
の
貢
献
を
確
保

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

最
後
に
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
、
工
事

に
伴
う
施
設
の
閉
鎖
な
ど
で
利
用
者
の
皆

様
に
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
し
た
こ
と
を

お
詫
び
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
基
本
計

画
の
策
定
や
整
備
に
あ
た
り
、
ご
指
導
、

ご
協
力
賜
り
ま
し
た
関
係
者
の
方
々
に
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（
環
境
省
京
都
御
苑
管
理
事
務
所
所
長
）

地
下
鉄
丸
太
町
駅
か
ら
、
京
都
御
苑
を

右
に
見
な
が
ら
北
へ
五
分
ほ
ど
歩
く
と
、

豪
壮
な
平
唐
門
（
青
天
門
）
の
あ
る
屋
敷

が
み
え
ま
す
。
書
院
造
の
こ
の
屋
敷
は
当

初
、
有
栖
川
宮
家
の
邸
宅
と
し
て
京
都
御

所
建
礼
門
の
前
に
あ
り
ま
し
た
。
明
治
維

新
に
よ
り
熾た

る
ひ
と仁

親
王
が
東
京
へ
転
住
し
た

た
め
、
土
地
家
屋
は
司
法
省
に
引
き
継
が

る
の
で
す
。
ま
た
、
雌
に
は
発
音
器

が
な
い
の
で
鳴
き
ま
せ
ん
が
、
腹
部

に
は
卵
が
多
く
詰
ま
っ
て
い
ま
す
。

種
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
が
約
三
百

～
八
百
個
の
卵
を
産
み
ま
す
。
し
か

し
幼
虫
の
時
に
モ
グ
ラ
に
食
べ
ら
れ

た
り
、
菌
類
の
「
冬
虫
夏
草
」
に
寄

生
さ
れ
た
り
し
て
成
虫
に
な
れ
る
の

は
ご
く
一
部
で
す
。

セ
ミ
の
成
虫
は
一
カ
月
程
の
寿
命

で
、
は
か
な
い
命
の
た
と
え
に
よ
く

登
場
し
ま
す
が
、
実
は
昆
虫
の
中
で

も
寿
命
は
長
い
の
で
す
。
セ
ミ
は
蛹

の
期
間
が
な
い
不
完
全
変
態
で
す

が
、
一
生
の
間
で
幼
虫
で
あ
る
期
間

が
長
く
土
の
中
で
五
～
六
年
生
き
て

い
ま
す
。
昆
虫
の
寿
命
は
成
虫
の
期

間
だ
け
で
は
な
い
の
で
す
。
北
ア
メ

リ
カ
で
は
周
期
ゼ
ミ
と
い
わ
れ
る

十
七
年
ゼ
ミ
や
十
三
年
ゼ
ミ
が
生
息

し
て
い
て
、
そ
の
長
い
周
期
で
大
発

生
を
繰
り
返
し
ま
す
。

京
都
御
苑
で
は
樹
木
の
周
り
の
地

面
に
幼
虫
が
抜
け
出
た
穴
が
見
ら

れ
、
そ
の
樹
木
に
は
多
数
の
セ
ミ
の

脱
け
殻
が
見
つ
か
り
ま
す
。
セ
ミ
は

幼
虫
の
脱
け
殻
を
見
た
だ
け
で
種
名

が
わ
か
り
、
ま
た
、
雄
・
雌
の
判
断

も
で
き
ま
す
。（
た
だ
し
ニ
イ
ニ
イ

ゼ
ミ
は
土
が
つ
い
て
い
て
雄
・
雌
の

判
断
が
難
し
い
の
で
、
水
で
洗
っ
て

土
を
落
と
す
必
要
が
あ
り
ま
す
）。

脱
け
殻
を
調
べ
る
こ
と
に
よ
っ
て
セ

ミ
た
ち
の
発
生
状
況
が
わ
か
る
の
で

す
。
さ
ら
に
脱
け
殻
の
あ
る
樹
木
の

種
類
、
ど
の
樹
木
を
好
む
の
か
を
調

査
し
て
毎
年
の
変
化
を
観
察
し
て
み

ま
し
よ
う
。

夕
方
に
ケ
ヤ
キ
、
サ
ク
ラ
等
抜
け

殻
が
多
く
あ
る
樹
木
の
根
元
を
探
す

と
、
地
中
か
ら
終
齢
幼
虫
が
穴
を
開

け
て
出
て
き
ま
す
。
セ
ミ
の
羽
化
を

観
察
す
る
と
透
明
な
翅
が
伸
び
て
い

く
様
子
が
見
ら
れ
、
生
命
の
尊
さ
に

ふ
れ
る
こ
と
が
で
き
感
動
し
ま
す
。

（
京
都
自
然
観
察
学
習
会
）

長
屋
門
に
は
、
名
誉
学
院
長
で
あ
る
茶

道
裏
千
家 

千
玄
室
大
宗
匠
の
「『
和
敬
清

寂
』、お
も
て
な
し
の
精
神
を
若
い
学
生
た

ち
に
身
に
付
け
て
も
ら
い
た
い
」
と
の
思

い
を
託
し
た
茶
室
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

有
栖
館
主
屋
、
青
天
門
、
長
屋
門
は
、

い
ず
れ
も
国
の
登
録
有
形
文
化
財
で
す
。

通
常
は
非
公
開
で
す
が
、
春
と
秋
に
一
般

の
方
へ
の
特
別
公
開
を
行
っ
て
い
ま
す
。

（
学
校
法
人
平
安
女
学
院 

広
報
セ
ン
タ
ー
長
）

■
有
栖
館　

京
都
市
上
京
区
五
町
目
町
一
八
五

＊
写
真
撮
影
：
北
奥
耕
一
郎

銅板と真鍮板で葺かれた平唐門（青天門）

れ
、
京
都
裁
判

所
の
仮
庁
舎
と

し
て
使
用
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の

後
、
建
物
の
一

部
が
現
在
地
に

移
築
さ
れ
旧
京

都
地
方
裁
判
所

所
長
宿
舎
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
二
〇
〇
八
年
に
平
安
女
学
院
が
取
得

し
、「
有
栖
館
」
と
名
付
け
ま
し
た
。

庭
内
に
あ
る
二
本
の
大
き
な
枝
垂
桜

は
、
醍
醐
三
宝
院
に
あ
る
桜
の
子
孫
に
あ

た
る
桜
で
、
春
に
は
塀
を
越
え
て
烏
丸
通

に
大
き
く
張
り
出
し
、
歩
く
人
に
美
し
い

景
観
を
見
せ
て
く
れ
ま
す
。

庭
園
は
、「
植
治
」
十
一
代
目
当
主
小
川

治
兵
衞
氏
が
作
庭
。
下
立
売
通
側
に
あ
る

御
苑
界
隈
そ
ぞ
ろ
歩
き

歴
史
の
趣
を
今
に
伝
え
る
、有
栖
川
宮
旧
邸

吉
田
健
一

アブラゼミの脱け殻

ニイニイゼミの脱け殻

クマゼミ(雄)の羽化

秀吉が醍醐の宴をした当時の桜の子孫

小川治兵衞氏作の「平成の植治の庭」

京都大学大学院農学研究科森林科学専攻修士２回生
植物観察のすゝ め

環境デザイン学分野　田 中 慶 太

2022年、京都御苑でぜひおすすめした
いのが植物観察である。

「いきなり何を!?」と思われるかもしれ
ないが、その名の通り、花や葉を観察
するだけである。だが、注意深く見る
ことで、ぱっと見ではわからないもの
が見えてくることが非常に面白い。
例えば、同じサクラでも、写真のヤマ
ザクラは開花と同時期に赤い新葉が出
てくるが、ソメイヨシノは花が散って
から緑色の新葉が現れる。また、紅葉
で有名なイロハモミジも、実は春に花
を咲かせる木である。4月ごろ、葉の下
にぶら下がっている赤色のものがそれ
だ。さらに、生け垣に用いられているア
ラカシという樹木の葉。これは、鋸歯（縁
のギザギザ）が葉の上半分にしかない。
このように、ちょっとじっくり見るだ
けでも、様々なことが見えてくる。
150種を超える樹木が存在する京都御
苑は、植物観察にうってつけの場であ
る。風景の一部として植物を楽しむの
も良いが、ぜひ個々の植物に焦点を当
ててみてはいかがだろうか。

石薬師御門近くのヤマザクラ。
白い花と赤い新葉がなんとも
趣深い

閑院宮邸跡中庭のイロハモミ
ジ。この時期葉だけでなく花
にも注目したい



一般財団法人 国民公園協会 京都御苑
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編集 監修

編集後記

会員募集（2022年度）のお知らせ
2022年度（2022年1月〜12月）の
国民公園協会京都御苑会員を募集し
ます。
■ 年会費
⃝普通会員…………… 1,000円以上
⃝賛助会員（会社・団体）
　　　　　………… 10,000円以上

■ 会員特典
1	京都御苑ニュースの送付
2	申し込み年度の葵祭及び時代祭の

観覧席招待券の進呈（ただし普通会員
は会費4,000円以上の方に限ります。）

■ 申し込み・お問合せ先
　（一財）国民公園協会京都御苑

■苑内利用施設・サービスのご案内

https://fng.or.jp/kyoto京都御苑 検索詳しくは

■イベントのお知らせ■イベントのお知らせ

夏の京都は蒸し暑い。御苑も樹林があるとは
いえ暑さには閉口する。今回の御苑整備によ
り近衞邸跡などにも休憩所が新設された。冷
たい飲み物やスイーツでちょっと一服し、閑院
宮邸跡展示館のVRシアターで涼んでみては
いかがだろうか。� （発行人　池田善一）

閑院宮邸跡収納展示館／京都御苑総合案内所

京都御苑南西角の閑院宮邸跡に建つ公家屋敷の
風格残る旧宮内省建物の遺構。展示室では京都
御苑の歴史や自然をVR映像などで学べます。
また京都御苑の総合案内所として、マップや苑
内の見どころなど旬の情報を提供。
開館時間： 9:00～17:00（展示室は16:30まで）
休 館 日：年末年始　※展示室は月曜日閉室
アクセス：�御苑南西角　間之町口すぐ（地下鉄丸太

町①出口　市バス烏丸丸太町 徒歩5分）

拾
しゅうすいてい

翠亭（茶室）

五摂家の一つであった九條家別邸の遺構で、茶
室として江戸時代後期に建てられました。

公 開 日：�毎週木・金・土曜日、葵祭、時代祭 9:30
～15:30 ※諸事情により参観休止の場合あり。

　　　　　参観料　300円（高校生以上）
貸切利用： �茶会、句会、謡曲等の会合にご利

用できます。（公開日除く）　有料
※詳細はホームページをご参照ください。

京都御苑情報館

本年5月にオープンした中立売休憩所に隣接す
る新施設。京都御苑のジオラマ模型展示や、御
苑の歴史や自然を紹介しています。
開館時間： 9:00～16:30

休憩所（レストハウス・売店）

休憩やお食事・喫茶にご利用ください。京都御
苑オリジナルのお土産物も多数揃えています。
中立売休憩所（『京都御苑 檜垣茶寮』）
営業時間： 9：00～16：30
京都御所前に位置し、御苑の木々に囲まれた「森の
休憩所」。中立売駐車場に隣接し、京都御所参観
へのアクセスは抜群。セットメニューから軽食、カフェ
まで木の香る落ち着いた雰囲気の中でお食事がで
き、売店『檜垣』では、御所限定のオリ
ジナル商品を多数取り揃えています。
KYOTO-WiFi（無料）も利用可能。

近衞邸跡休憩所（本年5月新規オープン）
京都御苑北西部の近衞邸跡にあり、児童公園に
隣接。シダレザクラに囲まれゆったりと和スイーツで
カフェタイムをお過ごしください。
清和院休憩所（本年5月新規オープン）
京都御苑東部の京都仙洞御所や京都迎賓館の参
観口前に位置し、清和院駐車場からも近接。
富小路休憩所（御苑南東富小路口すぐ、テニスコー
ト隣接）現在無料休憩所として利用できます。
※詳細はホームページをご参照ください。

運動施設

富小路テニスコート（5面）有料
富小路広場（6面）／今出川広場（3面） 有料
軟式野球・ソフトボールなどにご利用ください。
申し込み：（一財）国民公園協会京都御苑

駐車場

中立売駐車場（乗用車・バス併用／乗用車131
台・バス16台）
利用時間：乗用車 7:00～20:00（24時間出庫可）
　　　　　バ　ス 8:00～17:00　
料　　金：乗用車 800円（3時間まで）
　　　　　当日最大料金 1,200円　
　　　　　バス　2,000円（3時間まで）
●夜間のバス利用について
利用時間：入庫 17:00～20:00　出庫 翌朝8:00まで
料　　金： 1泊 3,000円
清和院駐車場（乗用車専用／81台）
利用時間： 7:00～20:00（24時間出庫可）
料　　金： 800円（3時間まで）
　　　　　当日最大料金 1,200円　
※�詳細はホームページをご参照ください。

京都御所の通年公開

公 開 日： �通年（事前申し込み不要／無料）�
ただし、下記は休みとなります。�
月曜日（祝日の場合は翌日）�
年末年始（12月28日～1月4日）�
行事等実施のため支障のある日

公開時間： �6～8月/9:00～17:00（入場は16:20まで）
入 場 門： 御所清所門
アクセス： �御苑北西角　乾御門より （地下鉄今出川�

③出口　市バス烏丸今出川　徒歩8分）
お問合せ：宮内庁京都事務所　☎075-211-1215

京都仙洞御所の参観

事前申し込みに加えて当日受付も行われています。
当日受付：��京都仙洞御所にて11時頃から先着順に

整理券を配布。（満員になり次第終了）

　　　　　当日受付枠は13:30、15:30。
　　　　　各時間とも定員は10名。
お問合せ：宮内庁京都事務所　☎075-211-1215

京都迎賓館一般公開

日本の歴史・文化を象徴する京都で、海外からの
賓客をお迎えし、日本への理解と友好を深めてい
ただくための国の迎賓施設です。
公開日程： 迎賓館のホームページでご確認ください。
参観料金：�大人 2,000円　大学生 1,500円
　　　　　中高生 700円
参観受付： 清和院休憩所
お問合せ：迎賓館京都事務所　☎075-223-2301

京都御苑Instagram／Twitterで最新情報をチェック！

@kyotogyoen_info @gyoen_info

京都御苑 自然ふれあいイベント

①京都御苑 夏の自然教室
日　程：令和4年7月開催予定。
内　容：夏の御苑で見ることのできる生き物を観察します。
②京都御苑 夏のトンボ池一般公開
普段は立ち入りを制限している「トンボ池」を公開します。
日　程：令和4年8月開催予定。
場　所：京都御苑トンボ池（富小路口北東へ徒歩5分）
主　催：環境省京都御苑管理事務所
運　営：（一財）国民公園協会京都御苑
※詳細は決まり次第ホームページなどでお知らせします。

御所の華弁当 
右近の橘(はもの切り
落とし付き)【要予約】

VRシアター

＊京都御苑における新型コロナウイルス感染拡大防止対策について
■苑内のご利用に当たり次の予防対策にご理解、ご協力お願いいたします
◦マスク着用、咳エチケット　◦手洗い、手指の消毒　
◦ソーシャルディスタンスの確保　　
◦密集回避のためレジャーシートを使用する際は、人との距離を十分に保つ

@kyotogyoen_
resthouse

京都迎賓館 
藤の間


